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（２）所在地　　

本社　　　 〒923-1124　石川県能美市三道山町へ38-13

駐車場 〒923-1101　石川県能美市粟生町レ58番１

〒923-1101　石川県能美市粟生町レ58番2

連絡先　　　　　　電話　0761-58-5532

　　　　　　　　　　　　FAX　0761-58-2755FAX　 0761-58-2755

（４）事業内容

1.　産業廃棄物収集運搬業

2.　特別管理産業廃棄物収集運搬業

（５）事業規模

従業員 3名

延床面積 10ｍ2 (駐車場面積)　　482㎡

（６）情報公開項目

300万円

61,254千円

別紙

許可者 種類

石川県 収集運搬

富山県 収集運搬

福井県 収集運搬

岐阜県 収集運搬

石川県 収集運搬

岐阜県 収集運搬

※積み替え保管はいずれもなし。
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2024/6/24

〇 〇 〇

〇

第02150007475号

2014/6/25

2014/9/17

2014/6/25

2009/2/16

許可取得日

有効期限

2028/7/7

2024/2/9

2024/2/15

〇 〇

第01754007475号 2024/9/30

2024/6/24

特別産業廃棄物収集運搬許可証

設立年月

〇

E-mail　　hokurikuhaipura@theia.ocn.ne.jp

〇

資本金

2022年度売上高

組織図

ア、許可の内容

許可番号

2021/7/8

１．　　事業活動の概要

（１）事業者名及び代表者名

代表者名　　　　代表取締役　本　和成

（３）環境管理責任者及び担当者の連絡先

管理責任者　　桔梗　尚

事業者名　　　　有限会社　北陸廃プラ産業　

〇 〇〇 〇 〇〇

〇 〇 〇 〇

優良

〇

2009/2/10

〇
第01703007475号

第01605007475号

第01801007475号

第02100007475号

〇 〇

〇
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古物商許可
石川県

　イ、収集運搬実績 単位　(ton)

「全体計画」産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の収集運搬業

「主な事業活動」北陸地方で排出される産業廃棄物を中心として、収集運搬とこれらに付帯する

事業を行う。

「産業廃棄物の種類及び取扱量」

　　＜収集運搬＞がれき500kg／月、廃油900kg／月、廃プラスチック類7,500kg／月、木くず400kg／月

　　金属くず17,000kg／月、混合廃棄物4,500kg／月、汚泥300kg／月、ガラスくず・コンクリート及び

　　陶磁器くず800kg／月、廃電気機械器具3,500kg／月、石綿含む産業廃棄物90kg／月、

　　廃ランプ20kg／月、バッテリー300kg／月

　　「環境保全措置」

　　＜収集運搬＞積載物が飛散・流出することのないように車両の荷台にシートをかぶせ、ロープで

　　固定する。廃棄物品目に応じた運搬容器を使用する。

型式

キャブオーバー

キャブオーバー

ダンプ

ダンプ

バン

台数

1

1

1

1

1

自動車登録番号

石川100さ5747

石川100す4614

石川100す6266

石川100す6507

石川400ち6962

産業廃棄物

特別管理産業廃棄物

477.9 536.2

2020年度 2021年度

第511060011974

ウ、施設の状況

①収集運搬業

・車両の種類と台数と運搬容器

・事業計画の概要

2022年度

501.8

0.04.0 6.7
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2．　　環境経営方針

《 環境経営方針 》

１. 基本理念

有限会社北陸廃プラ産業は、地球の限りある資源を守り、地球環境の負荷を低減

に努め、住みよい地球環境の実現に向けて、社員が一丸となり貢献致します。

2019年 4月1日

有限会社北陸廃プラ産業

代表取締役 本　和成

２. 行動指針

（１）全従業員は環境関連法規の順守を徹底するとともに、環境整備に努めます。

（２）エコアクション21を継続的に改善し、環境経営のステップアップを実践します。

（３）廃棄物の削減及び再利用・再資源化の推進に努めます。

（４）収集運搬時等、事業活動において排出される二酸化炭素の低減に努めます。

（５）環境方針は、全ての従業員に周知し、社外の求めに応じて開示致します。
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【責任の役割】

     3．エコアクション21　推進体制表

2023年3月31日現在

代表者

環境管理
責任者

営業部 業務部

事務局

代表取締役

環境管理責任者

代表者

環境経営方針の制定

環境管理責任者の任命

環境保全に関する人、もの、金の提供

代表者による見直しをする

事務局

環境関連法律の順守評価

エコアクション２１の活動責任者

環境活動レポートの作成、公開

環境目標、計画の作成と進捗管理

環境管理責任者の補佐

進捗管理のデータ収集、整理

4



4．環境経営目標

（１）過去４年の実績

単位 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

売　上　高 千円 42,918 46,947 55,227 61,254

二酸化炭素排出量 kg－ＣＯ２ 31,986 33,301 33,180 31,741

二酸化炭素原単位 kg－ＣＯ２/千円 0.75 0.71 0.60 0.52

電気 ｋWｈ 6,158 3,785 4,083 3,921

軽油 ㍑ 7,695 8,836 8,792 8,134

ガソリン ㍑ 3,684 3,498 3,428 3,589

廃棄物排出量 トン 0.79 0.78 0.77 0.76

水使用量の削減 ㎥ 0 0 0 0

コピー用紙使用量 枚 1,480 1,460 1,440 1,420

2019年

度

2020年

度

2021年

度

2022年

度

二酸化炭素排出量

kg－ＣＯ２
31,986 33,301 33,180 31,741

二酸化炭素原単位

kg－ＣＯ２/千円
0.75 0.71 0.60 0.52

31,986
33,301 33,180

31,7410.75 
0.71 

0.60 
0.52 
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二酸化炭素排出量
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二酸化炭素原単位

kg－ＣＯ２/千円

電気
7%

ガソ

リン
26%

軽油
67%

2022年度二酸化

炭素排出量内訳

電気 ガソリン 軽油
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（２）今後３年間の目標

今後の環境目標は2022年度の実績を基準に毎年１％削減していきます。

・売上高は毎年1％ずつ増やしていきます。

・二酸化炭素排出量は電気7％、軽油、ガソリンが93％を占めています。

・廃棄物は紙、新聞、弁当残、飲料缶程度であり年間1000kgを超えることはありません。

電力の二酸化排出係数は0.526kg-CO２/kwh（北陸電力2018年度調整後排出係数）を使用した。

単位
2022年度
実績基準

2023年度
目標

2024年度
目標

2025年度
目標

売　　上　　高 千円 61,254 61,867 62,485 63,110

二酸化炭素排出量　 kg－ＣＯ２ 31,741 31,424 31,106 30,789

二酸化炭素原単位 kg－ＣＯ２/千円 0.52 0.51 0.50 0.49

電気 ｋWｈ 3,921 3,882 3,843 3,803

軽油 ㍑ 8,134 8,053 7,971 7,890

ガソリン ㍑ 3,589 3,553 3,517 3,481

廃棄物排出量 トン 0.76 0.75 0.74 0.74

水使用量の削減 ｍ３ 0 0 0 0

コピー用紙使用量 枚 1,420 1,406 1,392 1,377

・事務所で使用する水は引いていないこともありゼロです。ただし、トイレは敷地内の自宅を使用します。
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5．主要な環境活動計画・次年度の目標

環境目標 取り組み 評価 次年度 担当者

電力の削減 ①　室内エアコンは、夏28℃、冬は20℃を原則とする。 〇 継続 桔梗

②　買い替え時には、省エネタイプの機器の導入する。 〇 継続 本

③　照明消灯による節電、未使用時の消灯。 〇 継続 桔梗

④   [節電]ステッカーを貼り節電意識の徹底を図る。 〇 継続 桔梗

ガソリンの削減 ①　社用車の省エネ運転の推進、エコドライブの徹底。 〇 継続 本

　 ②   社用車の定期的整備の実施。 〇 継続 本

③   社用車に省燃費に有効なエコ整備を実施する。 〇 継続 本

④　ディーゼルエンジンの社用車のエコドライブの徹底。 〇 継続 桔梗

エコ整備の推進 ①　説明用パンフレットを準備する。 〇 継続 桔梗

②　お客様にエコ整備の二酸化炭素削減の説明と普及を図る。〇 継続 本

③　グリーン購入法特定調達品目、エンジン洗浄の実践。 〇 継続 本

④　コピー用紙の裏面使用・パソコンの利用拡大 〇 継続 桔梗

①　マニフェスト管理台帳を作成する。 〇 継続 桔梗

②　分別回収の徹底 〇 継続 桔梗

①洗車時の節水 〇 継続 桔梗

②　まず整理（１Ｓ）、「要らないものを捨てること」から始める。 〇 継続 桔梗

③　事務用品、について環境配慮型商品の使用を推進する。 〇 継続 本

④　社員の環境への定期的な研修会や会議を行う。 〇 継続 本

⑤　優良産廃処理業者認定を継続していく。 ◎ 継続 本

※評価結果と是正及び予防措置(総評)

ここ一年でインボイス制度の導入やコロナ等により、紙面からパソコンデータ化が進んでいったように感じる。

特にインボイスは今年１０月よりスタートに向け、各事業者様より請求書等の変更が多くなった。

自社で電子請求書にするのは課題もあるが、人員、時間に余裕があれば取り組んでいきたい。

（１）二酸化炭素排出削減

（２）廃棄物排出量の削減

（３）水使用の削減

（４）その他
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6．2022年度環境目標の達成状況

単位
達成率

（実績/目標）
評価

千円 1.10 〇

kg-CO2 0.97 〇

Kg-Co2/千円 0.87 〇

kwh 0.97 〇

ℓ 0.93 〇

ℓ 1.06 △

トン 0.98 〇

- -

枚 1.00 〇

是正処置及び予防措置

32,848

61,254

実　　　績項　　　目

原因として原油高・物価高の上昇による運搬料金の値上げ、金属くずの高騰があげられる。

廃棄物排出量

水使用量

コピー用紙使用量 1,440 1,426

軽油 8,792 8,704 8,134

2021年
実績（基準）

2022年
目標

売上高 55,227 55,779

33,180 31,741二酸化炭素排出量

4,083 4,042 3,921

0.52

電気

0.60 0.59二酸化炭素原単位

3,589

0.77 0.76 0.75

仕事量・廃棄物運搬量自体は少し減少しているが、売り上げが大幅に増えている。

結果、二酸化炭素排出量自体も減り、原単位もさらに改善した。

-

評価基準＝実績／目標
〇：達成＝１以下
△：10％未満未達成
×：10％以上未達成

1,420

3,428 3,394

- -

ガソリン

評価基準
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7.環境関連法規等の順守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

7-1.環境関連法規等の順守状況

法規名 順守事項 当社の順守内容 チェック日 確認者

廃棄物処理法 １．収集運搬許可
石川県、富山県、福井県、岐阜県の
許可証（有効期限の確認と更新）

2023.3.31 本

（廃掃法）
２．運搬車、運搬容器、パイプライン：
飛散、流出対策

2023.3.31 桔梗

３．車両の表示（産廃収集運搬者
車、許可番号）

2023.3.31 桔梗

４．マニフェストと許可証の携帯 2023.3.31 桔梗

５．契約の提携（契約書） 事業者毎に都度契約 2023.3.31 本

６．マニフェスト管理（帳簿記載義務） マニフェスト管理台帳の作成 2023.3.31 桔梗

７．管理表に関する報告書の提出
（県及び市）

前年4/1から3/31までの1年分を6/
末までに報告

2023.3.31 本

道路運送車両法 １．車両の管理 走行距離の報告 2023.3.31 本

２．車両の整備
３ヶ月点検・整備又は１年点
検・整備

2023.3.31 本

7-2.環境関連法規への違反、訴訟等の有無

　　今年度、環境関連法規の違反はなく、訴訟等についてもありませんでした。

　また、行政からの指導、近隣からの苦情等もありませんでした。

　随時見直しを行い、法規等の順守に努めます。

8.代表者による全体の評価と見直し・指示

2023年10月よりインボイス制度が開始され、それに伴うシステムの変更等があります。

コロナも多少落ち着きましたがまだまだ予断を許さない状況です。

売り上げは過去最高を記録しておりますが、物価高によりどこまで利益に反映されているか決算待ちです。

総収集運搬量は昨年より少し下がりましたがEV車等故障しにくい製品が多くなったため、と思われます。

無理のない範囲で昨年度と同程度の売り上げ、運搬量を維持していきます。

2023年4月8日

代表取締役　　本　和成
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